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における地震観測 の名称と分類について

はじめに

東京大学地震研究所に保与されている暦史地震の

は， 18801ド(明治 18年〉から 1975年(昭和 50年〉に至る

前年間のものである.この間収集した記象紙は東京観測分

地震学教宅及び地震開究所)とO{{和初期に関東地域

に展開した衛黒点分(筑波，浅間，駒場， 二ミ鷹，鎌合.清

秩父，東金，伊東，佐倉?三崎，小111，吉原)があ

り，記象紙のfT3十は約 25万枚である

使I+lした地設計の名称は数十穂頬にのぼるが，大部分は

変位計タイプ。の地主芸品十であり， 1す6fi始j期は数秒から 2分程
ある観測の初期の頃にl土地動言l'(述続観測中のもの)

と池袋計(地震時スタータが作動するもの)に区別してい

たが， 1900年以降になると全て地震計と呼称している.

今回の記象整理の機会に，使用された照史的な機械式地

震計の計器名，閤有周期，培半，成分などを調査し部

の地震計については時期倍率特怜を求めたので報告する.

における

目前年東京神田 A ツ捕の束;j{常国六学理科大学地震学

において， Ewing型の水平勤2成分による円盤記

録右式の機械式地長計 ng，J. iI.. 1888)で地震観測が

く日月治団年)になると理科大学はーツ

た.1898年(明治 31 に

(約 25坪)， 1-巾宗(約 10

し司大森式長周期地麗計4台9

， Galitzin ~上下動屯磁式地震

計， Ewing-Gray製J::T動地露首|などを設置した(那須，
1975). なおツ橋の地震学実験所は 1928年9月の関東

大地震までは観測を続けていたものと予想される.図 lに

ヴ橋地震学:実験所(現学士会舘の位置)，現東京大学構内

及び地震研究所の位間関係を示す.表 1に，当時の地震観

測点の経緯度を示す，1)は大正 11年 12月震災予防調室会

第3号， 2)は明治 26年 I月大森観測覚書i脹， 3)から 7)

は国土地理院 25，000分の l地形図から求めた経緯度であ

る.

図2は1897年(明治 30年)における束京帝国大学構内

の平面図である.運動場及び三四郎池は現在と変らない.
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f軍科ふ大学の地震観測室は理科六学校舎の道路を隔てた束1M

にあり‘耐震家屋と tペ1宗は南側に存在することが判る
(東京帝国 1932人 1923年の関東大地震の際，耐震家

屋と仁中室は無事であったが，理科大学校舎は全域使用不

となった. ただし地震観測室は機能しており句今村式2

倍投長計は関東大地震の本震と余震の記録を多く桟!してL、
る.

関東大地震に関する記象はみ;震余震の期間を汗めて，東

ボ及び士jJ?jj観測点分を合わせて 100枚余り

る 地震後構内の終備が大々的に行なわれた結栄，宇内の

しく増加した.肉 3は1927年(昭和2年j

の半面開である，地震学教室は若ずの付:置変更が認められ

るが，耐震家屋， 士、中窓は不動である.地震研究所は建築

中で，この 1年後に完成している(束京帝国大学， 1982)也

• I昌地震~Jf費所@筑波観測所

各地震計室の刻時管理

図4は理学部地震学教宗(1880年 1942年)と

所年 1965年)， 図5は筑波観測所(1922年 1998

の各地震観測m刻時管用の状況肉である.
地震学教宅の地震計室でiま麻布天丈f?からiE'十二の時報伝
ツ橋と同時に受け，クロノメータ(電接時計)との

Hで読み取った.正午の時報l士電鈴による断続信

号であるから‘ある程度経験を積まないと調整は困難であ

る.:!i時の観(才、地震計の台数が多仁三己象紙の読み取り

や日々の観測には教室と地震研から職日が毎日 4，5名交

代で出動している f那須，地震研地下空の刻時管理

は，本館観測部の時計と1E午の時報との遅j去を耳H

していたが，後から JJY信号を取り人れ，またクロノグラ

フ(刻時信号と JJY信号を同時ドラムに記録する)を設け

た. この方式は 1957年前後数年間実施している.その後，

水品時計が導入されて時間刻時の精度は格段に向上した.

筑波観測所の場合は 1922年に大森式微動計 2成分のみの

スタートであったが， 1930年に大森式微動計2成分を N

450Eに設置，その後石本式微動計 l成分，倍率;500倍など

が置かれた.その後間5に示すように順次地震計が増設さ

れたため，刻時方式も第 l次， 2次， 3次と次第に改善され

7こ
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図1. 明治16年当時の東京大学の位置と現在地

表1. 各地震観測点の位置

ーー-ー崎町-・『司『ーーーーー 経度 緯度

1)一ツ橋地震学実験所 320 41' 20. 5" N 1390 45' 44. 9" E 

2)理学部地震学教室 350 42' 29" N 1390 45' 53グ E 

3)耐震家屋 350 42' 35.2グ N 1390 45' 59. 0" E 

4)土中室 350 42' 35.0グ N 1390 45' 57.9" E 

5)旧地震研地下室 350 42' 35.4" N 1390 45' 58. 2グ E

6)安田講堂地下室 350 42' 36.7グ N 1390 45' 55. 5" E 

7)現地震研地下室 350 42' 56.3" N 11390 45' 47.5" E 

一ツ橋・本郷・筑波の各種地震計の変遷

表2から表6は各地震計室で取り扱った地震計の観測年

代と名称の変遷表である.全体を通して基本的に同型の地

震計と判断できる計器をまとめて見たが，分類は難しい.

表2の一ツ橋地震学実験所の E・G'M (Ewing心ray-

Milne)型円盤記録方式の地震計は，円盤の回転時聞が30

秒から 150秒と個々に異なり，倍率や周期など不明であ

る.このため一ツ橋の 12台，地震学教室の 11台，耐震家

屋の 7台は一括とした.地震観測初期の頃は Ewing式の

みであったため，いわゆる初期微動の良い記録がとれず苦

労されたようである.その後，大森先生は簡単微動計と大

森式微動計などを考案され明瞭な初期微動の記録を残され

た.地震学教室と耐震家屋に在った地震計の数は多く，こ

れらの中には内地の測候所あるいは当時の台湾，満州，樺

太各地域の測候所へ送る地震計のテスト観測なども行なっ
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賄容関大学平面題(燃30年)

国 2， 198'1千[:(明治初年)の点京'riJ国大学構内'1とl面図

ている. と記入されており，いずれ 口ック (3m¥6m)台 大森式微動計東}札1.南北成

も短期間で終わっている.

1942 7月16けには地震学教室の地震計協1てを耐震家

し，地震研究所が引き継いだようであるが匂詳細

については不明である.耐震家尽には既に甲号，乙号‘丙

号， J号司 Wicchcrt， 強震計などが設問されており司 ス

ペースなどを考慮、すると収符不可能ではないかと思われ，

廃棄または巾止されたものと

1961年になると地炭研の新館建設計雨が出て，耐震家屋

とi二中宝は取り壊すことになり， 1961年7月 10日から

1965年7月1日まで安日|講堂地下室へ甲号，乙号のみ支柱

を改造して移転させた.また，地震研地下室の地震計は

1965年4月まで観測を続け同年5月下旬，地震研の新館に

地震計室が完成と同時に，甲号，乙号，石本式加速度計，

萩原式変位計，萩原式速度計などを収容し， 1975年まで定

常観測が行なわれた.

図6は筑波地震観測所付近の地形凶と庁舎配置図であ

る 震災予防調子平ム会により筑波山微動観測所として設立さ

れたのが 1921年1月である.設立時の建物は No，2の観

測準備室(木造平屋建て)のみで，室内にコンクリートブ

分(倍率 120，凶有周期21.0秒)を設置し， 1922年 7月に

蹴測を開始している. 1932 if. 3月に石本式加速度計3成
1933年には荻原式変位計2成分， 1952年 l月に

式(lI五S型のそデル，倍率:32β00)光学記持方式の実験を

開始した.1958"ドに始まった IGY(同際J白球観iftV年)

ウッドアンダーソン型2成分， HES 1-1 茸~， HES1-

0，2型， HESl-20型 (Ha又iwara'sElectroma又ncticScis-

mograph)ヲコロンビア生M民周期地提計などが設置され

た.特に HES型は 35mmフィルムのため，短周期の地震

波は未感光で最大振幅は計測されず，このため 1976年か

らインク書方式に変更した.

全地震計名と周期倍率特性による分類

表7から表 12は，ツ橋観測点，東京(地震学教室他)

及び筑波における全地震計について利用者に記象紙の種類

を判りやすくするため，基本的な振子の固有周期，幾何倍

率等の数値と構造などを考慮、して， E. G' M型，大森型，

強震計型，上下動明，微動計型等に分類したものである.

表中の大部分の地震計は実在していないし，写真なども限
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図 3. 1927年(昭和12"i引の東京帝国大学構内子而凶

られており?記象紙のみで地震計の型式を判断するのは困

った また，傾斜計とあるのは大森式水平勤地震計

と向型であり，低倍率のものが捷用されていた.

E.G'M型は2成分円盤記録方式であるため句 ‘回転

するごとに用紙を交換していた 比較的短周期の波形よ

り，やや長周期の波形が強調される特併である.なお，分

ついて地動計と地震計との rX: .~IJ はしていない.地震計

の名祢も決められたルールは無く，それぞれの観制点で思

いのままである.教室の本部地動計3号と本郷3弓は向型

なのか町成分，倍率などfJミ末記入であり，まfこ，耐震家屋

の本部地動計甲と小地動計甲なども同様で同型の地震計か

百か判別は不可能であった.最終的には，名称を参考程度

に，成分，周期，倍率などを考慮、して分類した.

特殊型としては Wiecheri3成分と Galitzin(電磁式七

下動地震計)がある. Galitzinは1951年から 1952年にブ

ロマイドによりテスト露見i則をしている.

現在，地震研究所地下地震計室には大森式叩号，乙号，

石本式加速度計，萩原式変位計及び速度計が展示されてい

る.大学などに属する地震観測施設では，特殊な機器を除

き，長期間(伊jえば 10-20年間)同機種を使用することは

少ない.観測中でも絶えず機器の研究開発が実施されるた

め，しばしば変更されることがある.当機関も同慌であり，

この{傾向は地震計の変遷表を見ても伺える.地震研究所独

自による震源を決定するため，昭和初期から石本・飯田両

による関東地域に 10数ヶ所展開された地点観測点に

は，ィゴ本式加速度計 (3成分または 2成分)や簡単搬動計

50信が使用された(宮村，

(変位型)

変位型の機械式地震言l'の周期倍率曲線を求める場合に

は，地震計の基本{吉宗，回合周期，減衰よとなどの値が重要

である.今回調査した 8点の地震計については，次に示す

各常数が判明していたので求められた.

そこで，地震計の各常数が

幾何倍率. . v 固有周期.. T (sec) 

減衰比・・ .V 減衰常数・・ h

とすると，変位地震計では次式により倍率曲線が求められ

る.

u=ZE(l)  
ln 

ここで， Tnは振子の自然周期， Tpt土地動の周期である.

」二二二二丁 (21 
1i叫 h2U2
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各地 の刻時管理

尺

メートJ!--l京港(国;J)

理学部地震学教

時報伝号

地震学教室品時計

分マク 沼地震研地

図 4. 一ツ橋地疫学実験所・深宇部地震学教窒・ 11::1地認併時代の地震計三三刻持管理状態図
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図 5. 筑波微動観測所・筑波地震観測所時代の刻時管理状態同
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筑波地震観樹所建物の配置

1 地震計室

2 観測準備室

3 研究室、地震記録室、・資料室

4 倉庫

5 地殻変動観測壕

東京大学地震研究所技術報告， No.6， 2000年.

筑波地震観測所付近の地形図
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筑波地震観測所付近の地形図と同観測所の建物配置図
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1909年地震学教室 2号A大量水平動EW成分
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1961年畑講堂地下室大高水平動EW成分(明)

図 8.

10 

図 9.
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地震学教室2号A大森式EW成分の周期倍率曲線

なお， (1)， (2)式は萩原(1960)を参照のこと.計算結果

は両対数グラフを使用し，縦軸に応答倍率を横軸に周期を

とる.この時地震計の固有周期前後は共振性の山が現れる

ので細かい計算が必要で件ある.

主な地震計の特性を図 7から図9に示す.地震学教室の

2号 Aおよび筑波山の大森式微動計共に制振器は無く，甲

号は磁気制振器を有する構造である.図 10は今村式2倍

強震計の周波数特性である(横田ほか， 1988). また図 11

は， 1986年代における筑波地震観測所全地震計の特性図を

示す. なお筑波における観測は， STS.1型 CStreckeisen

Seismometer) 3成分を 1989年に新たに設置(信号は直接

地震研へ)，他の地震計は 1998年3月で観測所閉鎖のため

図 7.
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今村式2倍強震計の周期倍率曲線(振動台上の検定図 10.

結果)

1986年次の筑波地震観測所地震計特性曲線

に活かされることを大いに期待する.

整理後の記象紙は年月日)1匝に収容されているので，使用

後は必ず元の位置に返納することを実行して欲しい.ま

た，利用者ノート等を備えて置くことが望ましい.

なお，本調査整理において地震計名称，特性などについ

て訂正のあり得ることを付記しておきたい.

謝 辞:平成 12年度地震研究所職員研修会技術発表会

において研究発表の場を提供して戴いた東京大学地震研究

所菊地正幸教授に感謝の意を表します.

図 11.

に完全中止となった.

最後に現在では見ることのできない歴史的な建物(地震

計室)と数種類の地震計を図 12から図 24に載せて参考と

する.なお図 15から図 24は理学部地球物理学教室から明

治および大正期の地震記象箱を引き受けた際，旧松沢研究

室の木造庁舎倉庫から発見されたキャビネ版の数百枚の一

部である.乾版は国立科学博物館へ，写真は地震研究所図

書室に保存されている.
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文
東京大学地震研究所に保存されている 20数万枚の地震

記象紙は，わが国における近代地震学の基礎的な資料とし

て貴重な存在である.これまで，幾度となく内外の研究者

から整理の要望が来ていたが，実現の機会がなく数十年間

積み上げられた状態であった.また数回におよぶ記録箱の

移動があり，保管場所の雨漏り湿気などの影響で傷みも限

界にきていた.

今回，地震研究所古地震記象委員会が発足し，調査，整

理の機会を与えられた. 著者のひとり岩田は. 1998年 12

月より研究支援推進員として古地震記象の整理とマイクロ

フィルム化の作業にあたっているが， 日本の地震学の草分

けによる貴重な記録が，過去における被害地震の事例研究

りわお
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図 22. 今村式強震計 (2成分，油制振器)

図 24. グレイ式上下動地震計(固有周期:4~6 秒，倍率:
1O~20 倍)

函 23. 明治大正規の田中館式大震計 (3成分倍)



表2. 一ツ橋地震学実験所地震計の変遷

和暦 西暦 地震計の型式
地震計型式の説明l 2 3 4 i 5 6 7 8 9 I 10 11 12 

明治13 1880 O 1:EGM円盤型
明治14 1881 O 2:大森式地動計
明1台15 18回 O 3:普通地震計

↓ 4:大森式微動計 EW，NSx100，T=19s
明1台22 1889 O 5:1倍強震計 EW，NS，UD成分裂， EW，NS成分型(一ツ橋6号)
明治23 1890 O 6:大森式地動計，ユーイング地動計
明1合24 1891 O 7:一ツ橋l号 EWx100，T=19s
明治25 1892 O 8:一ツ橋2号 NSx100，T=19s
明治26 1893 O 9:一ツ橋3号 EWx20
明治27 1894 O 10:一ツ橋5号 UDx20
明治28 1895 O 11:一ツ橋4号 NSx20
明1台32 1899 O O 12:一ツ橋7号
明治33 1900 O O O 
明1台34 1901 O O O 
明治35 1902 O O O O O O 
明治36 1903 O 注1:地動計→24時関連続観測
明治37 1904 O O 注2:地震計→スタータつきで地震観測
明治40 1907 O 
明治41 1908 O O O 
明治44 1911 O O 
明治45 1912 O O 
大正2 1913 O !O 
大正3 1914 O O O 
大正4 1915 O O O O O O 
大正5 1916 O O O O O 
大正6 1917 O O O O 
大正7 1918 O O O O O O O 
大正8 1919 O O O O O 
大正9 1920 O O O O O 
大正10 1921 O O O O O 
大正11 1922 O O O O 
大正12 1923 O O O 
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表3. 地震学教室地震計の変遷

和暦 西暦 地震計の型式
地震計型式の説明11 2 314 516 718 91 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

明治22 1889 O 1:EGM阿量産製 EW，NS成分，ユ イング水平動，本部地動計
明治24 1891 O 2:水平振子2号，本部地動計3号 NSx10，本郷ダイ2号
明治28 1895 O 3:本郷3号，本郷ダイl号
明治31 1898 O O 4:2号 NS
明治32 1899 O O 5:本郷1号 EWx30，教室1号 EWx30，教室1号 EWx15
明治33 1900 O O O 6:本部傾斜計，教室傾斜計
明治34 1901 O O O O O 7:2号，教案2号
明治35 1902 O O O O O 8:微動計五100，x200， x300 
明治37 1904 O O O 9:教室上下動x20，x30
明治38 1905 O 10:教寒地動計x30
明治40 1907 O O O O O 11:教室3号 NSx10，
明治41 1908 O O O O O O O O 12:教室簡単微動計 EW，NSx200，T=5s，EW，NSx100 
明治42 1909 O O O O O O O 13:新強震計，2倍強震計，1倍強震計(回中館?)
明治43 1910 O O O O O O 教室2倍強震計(今村尚 EW(T=9.0s)，NS(T=8.0s)， UD(T=3.5s) 
明治44 1911 O O O O O O O O O 14:教室2号AEWx1.5， T=40s 
明治45 1912 O O O O O O O 15:教室2号BNSx1.5， T=40s 
大正2 1913 O O O O O O 16:教室普通地震計 EW，NSx5，UDx5 
大正3 1914 O O O O O O O O O O 17:13年式簡単微動計x120，T=12.5s，14年式簡単微動計x120
大正4 1915 O O O O O 教室改良型微動計x120，教室13年式微動計 EW，NSx120，T=12.5s，改良型簡単微動計百W，NSx120
大正5 1916 O O O O O O 18教室衝単微動計EWx300，T=7.7， v=3:1， NSx300， T=11.0， v=3:1 
大豆6 1917 O O O O O O 19:簡単微動計，閑13年式，同14年式EW，NSx50(今村尚，
大正7 1918 O O O O O 15年式簡単微動計巳W，NS，UDx50，UDx25(那須式)
大正8 1919 O O O O O 20:ウイ}ヘルト式EW，NSx160-->x200，ワィ}ヘノレト式UDx119
大正9 1920 O O O O O O 
大正10 1921 O O O O O O O 1942.7.16在教室を耐震家屋に移転
大正11 1922 O O O O O O O 
大正12 1923 O O O O O 
大正13 1924 O O O O O O O 
大正14 1925 O O O O O O O 
大正15 1926 O O O O O 
昭和2 1927 O O O O O 
昭和3 1928 O O O O O O O O O 
昭和4 1929 O O O O O O O O O O 
昭和5 1930 O O O O O O O 
昭和6 1931 O O O O O O O O O 
昭和7 1932 O O O O O 
昭和B 1933 O O O O O O O 
昭和9 1934 O O O 
昭和10 1935 O O 
昭和11 1936 O O O O 
昭和12 1937 O O 
昭和13 1938 O O 010 
昭和14 1939 O O 
昭和15 1940 010 O 
昭和16 1941 010 O O 
昭和17 1942 010 O O 
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表4. 鮒農家j霊地渓計ーの変遷

和暦 西暦 地震計型式の説明11 2 31 41 5 6 
明治31 1898 O O 。 子 EWx5，T=28s，
明治32 1899 O Oi O 2:EGM将盤型 EW，l¥S成分， EW， r吋2号 NS
明治33 1900 。O O 3:地動計開 EW，地動計1号，同2号
明治34 1901 O O 4:傾斜計 EWぷSx5
明治35 1902 O 5:大森1号EfiEWxl0.τヱ85，地動計 EW
明治36 1903 品:地動計乙号 NS
明治37 1904 7:1号EWx10.T=25s，2号 NSxIO，T=30.3s
明治41 1908 8:強震計 EW，NS
明治42 1909 告:地苦手j計耐1号日Wx10.T=28s
明治43 1910 10:耐微動計五100，x300 ，EWxI20，T=15s. "lSx120，T=20s 
明治44 1911 11:1]、地動計巳W，小地動計申
明治45 1912 12:耐叩号 EWx15，ド60s
大正2 1913 13: fflit i乙号 NSx20，Tェ60s
大正3 1914 14:樹丙号 EWx5，T=105s(大森式美周期)
大主4 1915 15:耐丁号 NSx1.5，T=180s(大森式長周期)
大正5 1916 16:樹上下動計 UDxl仏関UDx20
大JE6 1917 17:i!千百数動計1号 EW，問2号 NST=12.55，T吐息5s
大正7 1918 18:ウィーヘルト式EW回NSx160，UDxl1宮(1928-UDのみ)
大豆8 1919 19・今村式強震吉岡W，NS，UDx2質量2kg.5crn/分 ENZ
大正9 1920 20:水平動EWλ5，NS瓦5
大正10 1921 21:鮒3号
大正11 1922 22:1号
大JE12 1923 
大正13 1924 
大正14 1925 
大正15 1926 
昭和2 1927 
昭和3 1928 
昭和4 1929 
昭和5 1930 
昭和6 1931 
昭和7 1932 
昭和8 1933 
昭和9 1934 
日召和10 1935 
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表4. (つづき)

和暦 西磨 地震計の型式
地震計型式の説明11 2 314 516 718 9 1 10 11 12 13 14 15 Hi 171 18 19 20 21 22 

昭和11 1936 O O O O O O 19:今村2倍強震計(1957)， EW T=7.1s， v =2.0，ρ=0.09， NS T=6.6s， v =2.0，ρ=0.04 
昭和12 1937 O O O O UD T=2.8s， v =2.0，ρ=0.11 
昭和13 1938 O O O O 
昭和14 1939 O O O O 
昭和15 1940 O O O O O 
昭和16 1941 O O O O 
昭和17 1942 O O O O 
昭和18 1943 O O O O O 
昭和19 1944 O O O O O 
昭和20 1945 O O O O O 
昭和21 1946 O O O O O O 
昭和22 1947 O O O O O 
昭和23 1948 O O O O O 
昭和24 1949 O O O O O 
昭和25 1950 O O O O O 
昭和26 1951 O O O O O 
昭和27 1952 O O O O O 
昭和28 1953 O O O O O 
昭和29 1954 O O O O O 
昭和30 1955 O O O O O 
昭和31 1956 O O O O O 
昭和32 1957 O O O O O 
昭和33 1958 O O O O O 
昭和34 1959 O O O O O 
昭和35 1960 O O O O O 
昭和36 1961 O O O O O 

昭和36 1961 O O 安問講堂地下移転(大幅に改造)
↓ ↓ 甲号EWx15，T=40s，h=O.35，v =3.2，ρ=2.40 

昭和40 1965 O O 乙号NSx15，T=40s，h=0.31，匂=2.8，ρ=2.40
昭和49 1974 O O 

l新甲館号へEW移x転1.34.T=20s.h=O.23. v =2.1 乙号NSx1.44.T=30s.h=0.19.v =1.8 

(x) 。。
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表5. 土中室地震計の変遷

和暦 西暦
地震計の型式 地震計型式の説明
1 2 3 4 5 6 

明治30 1898 1:15年式簡単微動計 EWx50，NSx50，UDx28
明治42 1909 O 2:グレイ・ユーイング型上下動計x10.T=4s，x20.T=4s

↓ 3:土中上下動計 UDx7，x7.5
大正5 1916 O 4:土中室15年式 EWx25，NSx25， UDx25 
大正6 1917 O 5:土中蜜傾斜計 EW，NSx15
大正7 1918 O 6:ガリツイン電磁式上下動計(光学)
大正8 1919 O 
大正9 1920 O 
大正10 1921 O 

昭和3 1928 O O 
昭和4 1929 O O 
昭和5 1930 O O O 
昭和6 1931 O O O 
昭和7 1932 O O O 
昭和8 1933 O O O 
昭和9 1934 O O 
昭和10 1935 O 
昭和11 1936 O O 

↓ ↓ 
昭和22 1947 O O O 
昭和23 1948 O O O 
昭和24 1949 O O O 
昭和25 1950 O O O 
昭和26 1951 O O 
昭和27 1952 O O 
昭和28 1953 O 

↓ 
昭和36 1961 O 

表6. 旧地震研究所地下地震計の変遷

和暦 西暦
地震劃 の型式

地震計型式の説明
1 2 3 4 5 6 

昭和5 1930 O 1:石本式加速度計 EW，NS，UDx200.T=0.1s
昭和6 1931 O 2:萩原式変位計 EW，NSx40，T=5-7s 

O 3:萩原式速度計 EW.NSx190，T=0.5s 
昭和12 1937 O O O 4:微動計 EW，NS(3日捲き)
昭和13 1938 O O O O O 5:微動計 NSx500，T=1.0s 
昭和14 1939 O O O O O O 6:大型加速度計(重錘:1000kg)水平，上下
昭和15 1940 O O O O O O 
昭和16 1941 O O O O O O 
昭和17 1942 O O O O O O 
昭和18 1943 O O O O O O 
昭和19 1944 O O O O O O 
昭和20 1945 O O O 
昭和21 1946 O O O 
昭和22 1947 O O O 
昭和23 1948 O O O 
昭和24 1949 O O O O 
昭和25 1950 O O O 
昭和26 1951 O O O 
昭和27 1952 O O O 
昭和28 1953 O O O 
昭和田 1954 O O O 
昭和30 1955 O O O O 
昭和田 1956 O O O O 
昭和32 1957 O O O O 
昭和田 1958 O O O O 
昭和34 1959 O O O O 
昭和35 1960 O O O O 
昭和36 1961 O O O O 

昭和40 1965 O O O O 注:1.2.3は新館において1975年まで使用
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表7. 一ツ橋観測点の地震計名と特性

地震計型 記録上の地震計名 成分 倍率 周期

E'G'M型 E'G'M円盤方式全て
.1号 EW x100 T=19s 
.2号 NS xlOO T=19s 
-微動計 EW xlOO T=19s 

大森式型 -微動計 NS xlOO T=19s 
3号 EW x20 
4号 NS x20 
7号?
女地動計，微動計と記Jz!とのあるものは;森式型とした

EW xl.O .6号 NS xl.O 
UD xl.O 
EW xl.O 

-強震計 NS xl.O 

強震型
UD xl.O 
EW x3 T=O.71s 

普通地震計 NS x4 T=O.71s 
UD x2 T=O.71s 
EW x5 T=O.71s 

普通地震計 NS x5 T=O.71s 
UD x3 T=O.71s 

上下動計型 5号 UD x20 
.は同系または同型
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表8. 地震学教窒(本郷)観測点の地震計名と特性

壇童言十型 記録上の地震計名 成分 倍率 周期 制振比

E'G・M型
本部地動計 x5 
日・G'M円盤方式全て
水平振子2号 NS 
本郷傾斜試験器
本部傾斜計
本郷3号
教室微動計
.本部地動計3号 NS x10 
.3号 NS x10 
-教室3号
本郷ダイ1号
教室地動計 x30 

教室微動計
EW x300 
NS x300 

大森式型 本郷ダイ2号
教室微動計 x200 
02 号 NS 
O t室2号。t室2号A EW x1.5 T=40s 。室2号B NS x1.5 T=40s 
本 EW 
毒担室微動計 x100 
1号 EW x30 
言教室l号 EW x15 T=39s 
地動計 x30 
教室13年式微動計 NS x120 
ヲ陵地動計，微動計と記述のあるものは 、耕λ型とした

EW 
新強震計 NS 

UD 
NS 

本部強震計 EW 
NS 
EW x1.0 

教室l倍地震計 NS x1.0 
UD x1.0 
EW 

本郷普通地震許 NS 

強震型
UD 
EW x5.0 

3成分型強震計 NS x5.0 
UD xlO.O 
EW x2.0 T=9.0 

教室2倍強震計 NS x2.0 T=8.0 
UD x2.0 T=3.5 
EW x5.0 

教室普通地震計 NS x5.0 
UD x30 (x3.0で、はなし、か?)
EW x1.0 

教室大震計(田中館) NS x1.0 
UD x1.0 

( ‘巴. 一晶 ..“ 司
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表 8. γコづき〕

x200 T=5s 
EW x300 T=7.7s v=3:1 
NS x300 T=ll.Os v=3:l 

x50 
x50 
x50 
x28 
x120 
x50 
x50 
x30 
x30 
文50
x50 
x25 
3{50 
x50 
x50 
xlOO 
x100 
x50 
x50 
360 

T=12.5s 
x120 
x120 
xl(}O 
xlOO 

ウィーヘルト式水平動計
x200 
x160 

ウィーヘルト式上下動言十 x119 
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表 9. 土中室観測点の地震計名と特性

地震計型 記録上の地震計名 成分 倍率 周期 制振比

E'G'M型 地動計円盤式は全部E'G'Mと思われる
地動計1号(円盤式)地動計2号{p:盤式)地動計
大型水平振子(北壁) EW x5 T=28s 
大型水平振子(東壁) NS x5 T=24s 
大森地動計甲 EW x10 T=8.0s 
耐3号
水平振子ダイl号 EW 
水平振子ダイ2号 NS 
本部地動計甲号 EW 
本部地動計乙号 NS 
耐乙号 xlO→x20 →T=60s 
小地動計 EW 
小地動計甲 T=30s 
地動計1号 EW 
地動計2号 NS 
傾斜計 EW x5 
傾斜計 NS 
地動計乙号 NS T詰20s
耐1号 EW xlO T=28s 
耐甲号 EW x15 T=60s 

大森式型 耐乙号 NS x20 T=60s 
l号 EW x10 T=25s 
大 展式微動計 x120 
ifIit: 政動計 x100 
耐 政動計l号 EW x120 
2号 NS x10 T=30.0s 
水平動 EW x5 
水平動 NS x5 
耐丙 EW x5 T=105.0s 
面撤動計 EW x300 
耐丁 NS x1. 5 T=180s 

耐微動計 EW x120 T=12.5s→15s 
NS x120 T=19.5s→20s 

耐甲→No.1 EW 区15→x1.34 T=40s→T=20s 
耐乙→No.2 NS b<15→x1. 44 T=40s→T=30s 

1(419年26式年簡7単月微基動線計尺2に号設置)
EW x50 T=7.0s 
NS x50 T=7.0s 

|女地動計，微動計と記述のあるものは大森式君 とした

強震計 EW 
NS 
EW x2.0 T=7. 1s 

今村式強震計 NS x2.0 T=6.6s 

強震型 UD x2.0 T=2.8s ρ=0.09 
EW x1. 5 ρ=0.04 

1.5倍強震計 NS x1. 5 。=0.11
UD x1. 5 

上下動計型 耐上下動計 UD x10 T=20s? 
UD x20 T=8.5s v=20.h=0.02 

ウィーへルト式水平動計 EW x160 
ウィーヘルト式 NS x160 

ウィーへルト式上下動計 UD x1l9 
._ ~_ lrTt ~J..H.，.-.II: 
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表10. 土中室観測点の地震計名と特性

地震計型 記録上の地震計名 成分 倍率 周期
ガリツイン電磁式 UD 

上下動計型
上下動計(ユーイング型) UD x10 T=4s 
上下動計 UD x20 T=4.0s 
土中室3号 UD x7.5 

EW x25 
土中室15年式 NS x25 

簡単微動計型
UD x25 
EW x50 

15年式普通地震計 NS x50 
UD x28 

表 11. IB ERI地下室観測点の地震計名と特性

地震計型 記録上の地震計名 成分 倍率 周期 減衰常数 感度
EW x200 T=O.ls 0.7 1.5ga1/mm 

石本加速度計 NS x200 T=O.ls 0.7 1.5gallmI11 

加速度計型
UD x200 T=O.ls 0.7 2.0只a1/mm
Horizontal 

大型加速度計 UD 
微動計 NS x500 T=1.0s 0.7 

速度計型 萩原式速度計
EW x190 T=0.5s 0.47 1.28cm/kine 
NS x190 T=O.4s 0.63 1.07 cm/kine 

倒立振子型 萩原式変位計
EW x37.0 T=6.0s 0.47 
NS x35.0 T=7.0s 0.63 

天型J加速時許雨重鍾1000kg 

表12. 筑波地震観測所の地震計名と特性

地震計型 記録上の地震計名 成分 倍率 周期
l号 EW x120 

大森式型
2号 NS x120 

微動計
EW x120 
NS x120 

小型変位計
EW x30 

T=5'"'"'6sec 
倒立振子型

NS x30 

大型変位計
EW x35 

T=6'"'"'8 sec 
NS x35 
EW x200 T=O.lsec 

加速度計 石本式加速度計 NS x200 T=O.lsec 
UD x200 T=O.lsec 




